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研究成果の概要（和文）：小型熱流束センサーを，針葉樹と広葉樹に装着し連続測定を行った。既存の樹液流速度の計
測機の値と比較した。検出データは樹種の違いにかかわらず一定の傾向を示した。晴天で蒸散が活発な時間帯は、熱流
束の値は外気から樹幹内方への動きを示し、蒸散が停止する夜間には逆方向の熱の移動があった。外樹皮が厚い樹種で
は値の変動幅が小さくなった。実用化の前に装着時の課題として検討する必要がある。研究用の樹液流速計では，樹幹
に金属棒を刺して加熱するため，植物生理への影響も懸念される。熱流束センサーで樹液流速度の低下や停止を伴う樹
木病害のモニターに利用可能と判断された。樹木医が街路樹の診断に使えるように製品化を考えたい。

研究成果の概要（英文）：A heat flux sensor was attached to trunks of conifers and broad-leaved trees, and 
the data were accumulated for a few month. The heat flux data were compared with those of sap flow meter 
attached to the same trees. Heat flux data indicated similar fluctuation with various species of trees. 
During fine daytime, heat flows from atmosphere to the inside of tree stems. The direction was revers 
during nights when transpiration stops. Sap flow meters commonly used in the physiological investigations 
use metal rods that are stubbed into trunks and heat is continuously added to the metal rods to detect 
the movement of water. Wound and heating will affect the physiological condition of the trees. In 
contrast, the heat flux sensor that is attached to the surface of trunks without wounding and heating 
will be a better tool for long-term monitoring.

研究分野： 森林病理学

キーワード： 水分通導　水ストレス　樹木生理　非破壊計測　熱流束センサー　萎凋病　通水阻害　街路樹診断
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(3)計測手法の
る検証と技術の完成
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下部の樹皮を少し剥いでセンサーを
値の変動を記録する。
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萎凋病（通称：ナラ枯れ）に感染するナラ類
で、胸高直径が
ーを装着し、自然環境下で長期の連続測定を
行う。
いて測定値の変動を把握する。
 
４．研究成果
(1)熱流束センサーは樹幹の曲面への装着に
適した小型タイプ
小型タイプ
針葉樹（アカマツ、ヒマラヤスギなど）と広
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されるので、長期の連続測定には不向きであ
る。これに対して、熱流束センサーは外樹皮
を剥皮して貼り付けるだけで測定できる点，
細い個体に適用できる点で優れた特性があ
るといえる。 
 
(7)本研究の結果から、熱流束センサーによ
って、樹液流動の日変動および罹病木におけ
る樹液流動の低下傾向が把握できることが
明らかになった。現在はまだ，センサーとロ
ガーの実験用の組み合わせであるが，樹木医
が街路樹の診断に使える形に改良して汎用
化すると、利用しやすいと考えられる。 
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